
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３０１９ 

令和５年度 商業科 

 

教科 商業科 科目 ビジネス基礎 単位数 ３単位 年次 １年次 

使用教科書 ビジネス基礎 （実教出版） 

副教材等 ビジネス基礎準拠問題集（実教出版）/全商ビジネス計算実務検定問題集２・３級 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・ビジネスについての概要、各目標を十分に理解し、学習に対する意識をしっかり持つ。 

・内容理解のための課題に丁寧取り組み、家庭学習の慣習化を図る。 

・目標とする検定に真摯に取り組み、内容や技術の定着を図る。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・ビジネスに関する基礎的な知識と技術を習得させ、ビジネスに携わる者として望ましい 

心構えを身につけさせるとともに、ビジネスの諸活動に適切に対応する力と態度を育てる。 

・身に着けた基礎的知識と技術を場面に応じて主体的にとらえ、表現するために思考・判断 

できる能力を身につける。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

ビジネスに関する基礎的・

基本的な知識・技術を身に

つけ、ビジネスの諸活動へ

の適切な対応を合理的に計

画し、その技術を適切に活

用している。また、社会経済

の一員として望ましい心構

えについて理解している。 

ビジネスの諸活動への適切

な対応を目指して思考を深

め、基礎的・基本的な知識と

技術を基に、ビジネスの諸活

動に携わる者として適切に

判断し、表現する創造的な能

力を身につけている。 

ビジネスについて関心を持

ち、ビジネスの諸活動への適

切な対応を目指して主体的

に取り組もうとするととも

に、社会経済の一員としての

望ましい心構えや実践的な

態度を身につけている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

 

 

１

学

期 

第
１
章 

商
業
の
学
習
と
ビ
ジ
ネ
ス 

第１節 いざ、ビジネスの世界へ 

第２章 私たちの社会とビジネス 

 

a:ビジネスに関する専門知識を学ぶ上

で基礎的・基本的な学習の重要性につ

いて理解を深める。 

b:ビジネスの学習分野と職業について

関心を持ち、卒業後の進路を意識して

学習することの意義について考える。 

c:ワークシートを活用して、生活に身近

な商品やサービスを例に自分との関わ

りを主体的に捉える。 

定期考査 

確認テスト 

提出ノート 

定期考査 

 

提出ノート 

ワークシート 

 

 

提出ノート 

ワークシート 

観察 

第
２
章 

ビ
ジ
ネ
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

第１節 コミュニケーション 

 

第２節 ビジネスマナー 

 

第３節 情報の入手と活用 

a:ビジネスにおける基本的なマナーや

の専門知識や技術を学び身に付ける。

現代社会において過多とも言える情報

を正しく収集する技能を習得する。 

b:ビジネスシーンにおいて良好な人間

関係の構築をしていくために自らがどう

していくのかを考える。事例を元に正し

い情報を活用できる判断力を身につけ

る。 

c:挨拶や言葉遣いなどロールプレイン

グを通して主体的に取り組むことでコミ

ュニケーション力を付けることで相手に

対する思いやりの心を育てる 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

 

提出ノート 

ワークシート 

 

 

提出ノート

ワークシート 

観察 

第
３
章 

経
済
と
流
通
の
基
礎 

 

第１節 経済の仕組みとビジネス 

 

 

 

 

 

a:経済主体の役割や経済を支えるビジ

ネスについて具体的に学び、その重要

性について理解を深める。 

b:生産要素の希少性についてワークシ

ートを活用し、希少性により商品価格が

変動することについてグループワークを

行い、グループごとに意見を発表させ

る。 

c:価格設定の考え方を元に、次年度以

降に学習する商品開発について、価格

設定について意識付けを行う。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

 

提出ノート 

ワークシート 

 

 

 

ワークシート 

振り返りシート 

観察 

２
学
期 

第
６
章 

ビ
ジ
ネ
ス
計
算 

第１節 ビジネス計算の基礎 

 

第２節 ビジネス計算の応用 

a:売買に関する基礎的・基本的な計算

及び、度量衡や紙幣の換算、利息の計

算を通して、国際的なビジネス観を身に

つける。 

b:基礎的・基本的な計算力を活用し、

応用計算を正しく出来るように考える。 

ｃ:基本的な問題が出来ることにより、更

に高度な知識、応用力が問われる問題

に挑戦する。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

確認プリント 

 

観察 

定期考査 

 

確認プリント 

提出ノート 

観察 



 

※令和４年度以降入学生用 

第
３
章 

経
済
の
仕
組
み
と
流
通
の
基
礎 

 

第２節 経済活動と流通 a:流通に関する仕組みを理解し、現代

市場における情報技術を活用した流通

やマーケティングの意義について学

ぶ。 

b: 自らの経験と結びつけることにより、

情報技術の発達によって流通が進化し

ていることについて気づかせる。 

c:流通の進化により色々なビ市ネスチャ

ンスがあることに気づかせ、新たなサー

ビスが無いかどうかを考えさせる。 

定期考査 

確認テスト 

 

提出ノート 

定期考査 

確認テスト 

確認プリント 

提出ノート 

観察 

ワークシート 

 

 

確認プリント 

提出ノート 

観察 

ワークシート 

第
４
章 

さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス 

第１節 ビジネスの種類 

第２節 小売業 

第３節 卸売業 

第４節 物流業 

第５節 金融業 

第６節 情報通信業 

a:ビジネスの種類の成り立ちについて理

解し、各業種の種類、特徴についての

知識・理解を深める。 

b:企業が成長・発展するために消費者

に向けた新たな取り組みやサービスは

どの様に変わってきたのか考え、今後ど

のように変わっていくのかを推測する。 

 

 

 

定期考査 

確認テスト 

 

提出ノート 

定期考査 

 

確認プリント 

提出ノート 

観察 

ワークシート 

 

第
５
章 

企
業
活
動
の
基
礎 

第１節 ビジネスと企業 

第２節 マーケティングの重要性 

第３節 資金調達 

第４節 財務諸表の役割 

第５節 企業活動と税 

第６節 雇用 

 

a:企業形態と経営組織の種類・特徴に

ついて基礎的・基本的な知識を身につ

け、企業戦略としてのマーケティングの

重要性や資金調達の方法・企業に関す

る税金・雇用形態などについて理解を

深める。 

b:日本の雇用形態の変化に伴い、それ

ぞれの要因について考え、今後どのよう

に変化していくのかを推測してみる。 

c:将来の自分に置き換えて就職する企

業や税金・雇用形態の変化について主

体的に考える。 

 

定期考査 

確認テスト 

 

提出ノート 

定期考査 

 

確認プリント 

提出ノート 

観察 

ワークシート 

 

 

 

 

観察 

ワークシート 

３
学
期 

第
６
章 

ビ
ジ
ネ
ス
と
売
買
取
引 

第１節 売買取引の手順 

第２節 代金決済 

a:売買取引の手順について学び、売買

契約の意義や契約書類についての知

識を深める。代金決済の手段と特徴に

ついて理解を深める。 

b: 代金決済に関して適切に行うための

判断力を身につける。今後、活用されそ

うな代金決済方法について考える。 

 

定期考査 

確認テスト 

 

提出ノート 

定期考査 

 

確認プリント 

提出ノート 

観察 

ワークシート 

 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

８
章 

身
近
な
地
域
の
ビ
ジ
ネ
ス 

第１節 さまざまな地域の魅力と

課題 

 

第２節 地域ビジネスの動向 

a:我が国の人口減少や少子高齢化など

の問題について、それぞれの地域にお

ける課題を理解する。各地域における

活性化への取り組みについて学び、理

解する。 

b:様々な課題の改善策について考え

る。また、学校周辺地域の魅力につい

てグループワークを行う。 

c: グループワークでの情報を元に地域

活性プランを提案する。 

 

 

 

定期考査 

確認テスト 

 

提出ノート 

定期考査 

 

確認プリント 

提出ノート 

観察 

ワークシート 

 

 

 

 

観察 

ワークシート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


